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平成 30 年第２回 稲敷市議会臨時会

議案番号 件　　　名 審議結果

選 挙 第 １ 号 議長選挙について 当　　選

議席の指定について 指　　定

選 挙 第 ２ 号 副議長選挙について 当　　選

常任委員会委員の選任について 選　　任

常任委員会正副委員長の互選について 報　　告

議会運営委員会委員の選任について 選　　任

議会運営委員会正副委員長の互選について 報　　告

議会だより編集委員会委員の選任について 選　　任

議会だより編集委員会正副委員長の互選について 報　　告

選 挙 第 ３ 号 江戸崎地方衛生土木組合議会議員選挙について 当　　選

選 挙 第 ４ 号 稲敷地方広域市町村圏事務組合議会議員選挙について 当　　選

選 挙 第 ５ 号 龍ケ崎地方衛生組合議会議員選挙について 当　　選

選 挙 第 ６ 号 茨城県後期高齢者医療広域連合議会議員補欠選挙について 当　　選

議案第 116 号 監査委員の選任について 原案同意

議案第 117 号 稲敷市職員の給与に関する条例等の一部改正について 原案可決

　平成３０年第２回稲敷市議会臨時会が市長の招集により、１２月２５日に開か
れました。
　本臨時会は１２月９日の市議会議員一般選挙後、初の議会となるため、地方自
治法第１０７条の規定により、椎野隆　議員が臨時議長を務め開会宣告され、議
長選挙を行いました。
　その後、新議長の議事進行のもとで副議長の選挙から一部事務組合議会への
選出議員選挙まで、議会人事に係わる諸案件が審議・決定されました。
　また、市長からは監査委員の選任案件、条例の一部改正案件が提出され、全
会一致により同意・可決され、新しい議会体制がスタート致しました。
　○議長選挙　　　　　　　　　　　　○副議長選挙
　　　伊藤　均　議員　当選　　　　　　　松戸　千秋　議員　当選

　その他、議会構成等に関する結果については下記をご参照ください。

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果
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○常任委員会

○その他の委員会

○一部事務組合議会 選出議員

○監査委員

○茨城県後期高齢者医療広域連合

委員会名 委員長 副委員長 委　　員
総務教育常任委員会

（７名） 若松宏幸 山本彰治 柳町政広・高野貴世志・篠田純一・寺﨑久美子
沼﨑孝雄

所管する部署課

政策調整部（政策企画課　企業誘致推進室　人口減少対策室　秘書広聴課
　　　　　　シティプロモーション推進室）
総務部　　（総務課　財政課　管財課　公共施設再編室　危機管理課）
会計課
議会事務局
監査委員事務局
教育委員会（教育学務課　指導室　子ども家庭課　子育て支援センター
　　　　　　各こども園・幼稚園　各給食センター　生涯学習課　国体推進室
　　　　　　オリンピックキャンプ誘致推進室　公民館　各運動公園　図書館
　　　　　　歴史民俗資料館）

市民福祉常任委員会
（7名） 根本　浩 黒田茂勝 山口清吉・山下恭一・伊藤　均・松戸千秋

岡沢亮一

所管する部署課

市民生活部（市民協働課　東支所　各地区センター　市民窓口課
　　　　　　税務課　収納課　環境課　廃棄物対策室）
保健福祉部（社会福祉課　人権推進室　生活福祉課　高齢福祉課
　　　　　　いこいのプラザ　地域包括支援センター　保険年金課
　　　　　　健康増進課）

産業建設常任委員会
（６名） 中沢　仁 椎野　隆 遠藤一行・浅野信行・中村三郎・竹神裕輔

所管する部署課
産業建設部（農政課　商工観光課　建設課　都市計画課）
上下水道部（下水道課　水道課）
農業委員会事務局

委員会名 委員長 副委員長 委　　員
議会運営委員会
（6名）

篠田純一 根本　浩 浅野信行・岡沢亮一・若松宏幸・中沢　仁
主な所管業務 市議会の運営全般に係る方針や取り決め等

議会だより編集委員会
（６名）

竹神裕輔 寺﨑久美子 若松宏幸・根本　浩・黒田茂勝・中沢　仁
主な所管業務 議会だより発行に関する編集業務及び議会広報活動等

一部事務組合名 選　出　議　員

江戸崎地方
衛生土木組合
（6名）

山口清吉・遠藤一行・山下恭一・中村三郎・山本彰治・寺﨑久美子

主な所管業務
ごみ処理施設の設置管理、廃棄物の処理及び収集運搬業許可、
火葬場及び斎場（聖苑香澄）の設置管理、公共的土木事業に関
する事務

稲敷地方広域
市町村圏事務組合
（3名）

柳町政広・岡沢亮一・竹神裕輔

主な所管業務 広域消防・救急業務、水防事業、職員の共同研修

龍ケ崎地方衛生組合
（4名）

浅野信行・黒田茂勝・椎野　隆・沼﨑孝雄
主な所管業務 し尿及び浄化槽汚泥に関する事務

議会選出監査委員 高野貴世志

広域連合議員 松戸千秋
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就任のごあいさつ

議長　伊藤　均 副議長　松戸　千秋

　就任にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。
　市民の皆様には、平素より市政並びに市議会に対しまして、格別のご理解と
ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 
　私たちは、昨年 12 月 25 日の市議会臨時会におきまして、議員各位のご推挙
により、議長、副議長に就任いたしました。大変、身の引き締まる思いである
とともに、職責の重さを痛感し、決意を新たに望んで参りたいと思います。
　現在、地方自治を取り巻く環境は大きく変化しており、取り分け本市におき
ましては、急速な人口減少や少子高齢化への対応など、今後のまちづくりは大
きな転換期を迎えております。また、地方分権の進展に伴い議会の役割・責務
が拡大し、今まで以上に責任ある議会活動が求められております。
　そのような状況の中、議会に課せられた役割を十分認識し、公正かつ円滑な
議会運営に努めるとともに、本市の発展と市民福祉の推進に、最善の努力を尽
くす決意でございます。 
　私たち市議会は、従来の慣例にとらわれることなく、より一層の創意工夫と
努力を積み重ねるとともに、二元代表制のもと議会が行政に対する監視機能を
しっかりと果たすことはもちろんのこと、執行機関との真摯な議論により、有
効な政策を推進し、諸課題の解決に向け鋭意努力して参ります。
　市民の皆様には、今後とも市議会の活動や市政について、ご理解とご協力を
お願い申し上げまして、就任の挨拶と致します。
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議員紹介

寺 﨑 久美子 沼 﨑 孝 雄

根 本　 浩

岡 沢 亮 一

柳 町 政 広

山 口 清 吉

黒 田 茂 勝

山 本 彰 治

高 野 貴世志

遠 藤 一 行

中 沢 　 仁

竹 神 裕 輔

中 村 三 郎

山 下 恭 一

椎 野 　 隆

若 松 宏 幸

篠 田 純 一

浅 野 信 行
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　平成３０年第４回稲敷市議会定例会が１１月６日から１６日までの１１日
間にわたり開かれました。
　開会日には市長職務代理者より専決処分の承認案件１件、条例の制定
案件１件、条例の一部改正案件６件、各会計補正予算案件３件、市道路
線の変更案件１件、動産の買入れ案件２件及び諮問案件１件が上程され
ました。
　最終日には各常任委員長から審査経過等の報告を受けた後、討論、採
決を行い、議案はすべて承認・可決されました。
　議会の審査経過及び議決の結果については下記をご参照ください。

審
議
さ
れ
た
議
案
と
そ
の
結
果

【開 催 日】 【 審 議 内 容 】

11 月 ６ 日（火）開会
議案について市長職務代理者の提案理由説明を受ける（15 議案）。
諮問案件は質疑、討論を省略し、採決を行う。

（11 月７日は議案調査のため休会）

11 月 ８ 日（木）議員による市政一般に関する通告質問を行う。【５名】
審査のため各常任委員会へ議案 14 件を付託する。

（11 月９日は議事整理のため休会）

11 月 12 日（月）常任委員会による付託議案審査【総務教育常任委員会】

11 月 13 日（火）常任委員会による付託議案審査【市民福祉常任委員会】

11 月 14 日（水）常任委員会による付託議案審査【産業建設常任委員会】

（11 月 15 日は議事整理のため休会）

11 月 16 日（金）各常任委員長から付託議案に対する審査報告を受け、議案
14 件について討論、採決を行う。また、追加議案１件に対
し、質疑、討論、採決を行う。
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平成 30 年第４回 
稲敷市議会定例会

平成30年度一般会計補正予算（第４号）を可決
奨学基金及び黒田保郎育英奨学基金に合わせて３億6,000万円を追加
議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果

（賛成：反対）

議案第 101 号
専決処分の承認を求めることに
ついて（平成 30 年度稲敷市一
般会計補正予算（第３号））

予算総額を 220 億 3,225 万 5 千
円とするもの 総務教育 原案承認

（17:0）

議案第 102 号 稲敷市いじめ問題対策連絡協議
会等条例の制定について

第三者の専門家による調査委員会
が組織できるよう改め、新たに稲
敷市いじめ問題対策連絡協議会等
条例として制定するもの

総務教育 原案可決
（17:0）

議案第 103 号
稲敷市特別職の職員で非常勤の
ものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部改正について

いじめ調査委員会及び再調査委員
会の各委員の報酬額を定めるもの 総務教育 原案可決

（17:0）

議案第 104 号 稲敷市特別会計条例の一部改正
について

農業集落排水事業特別会計及び公
共下水道事業特別会計が平成 31
年度より公営企業会計へ移行する
ことに伴い改正するもの

総務教育 原案可決
（17:0）

議案第 105 号 稲敷市税条例の一部改正につい
て

固定資産税の前納報奨金制度を平
成 31 年度末に廃止するため改正
するもの

市民福祉 原案可決
（17:0）

議案第 106 号 稲敷市資金積立基金条例の一部
改正について

農業集落排水事業特別会計及び公
共下水道事業特別会計が平成 31
年度より公営企業会計へ移行する
ことに伴い、下水道事業基金条例
の一部を改正するもの

総務教育 原案可決
（17:0）

議案第 107 号 稲敷市黒田保郎育英奨学基金条
例の一部改正について

基金の額を 1 億円から 3 億円に改
めるもの 総務教育 原案可決

（17:0）

議案第 108 号 稲敷市奨学資金貸与条例の一部
改正について

基金の額を 4,000 万円から 2 億
円に改めるもの 総務教育 原案可決

（17:0）

議案第 109 号 平成 30 年度稲敷市一般会計補
正予算（第４号）

予算総額を 225 億 8,365 万 3 千
円とするもの

各常任
委員会

原案可決
（17:0）
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議案番号 件　　　名 内　　　容 付託委員会 審議結果
（賛成：反対）

議案第110号 平成 30 年度稲敷市公共下水道
事業特別会計補正予算（第３号）

予算総額を 16 億 1,654 万 7 千円
とするもの 産業建設 原案可決

（17:0）

議案第111号 平成 30 年度稲敷市介護保険特
別会計補正予算（第２号）

予算総額を 37 億 8,988 万 8 千円
とするもの 市民福祉 原案可決

（17:0）

議案第112号 市道路線の変更について 市道（東）527 号線の終点を変更
するもの 産業建設 原案可決

（17:0）

議案第113号 動産の買入れについて
防災倉庫・災害備蓄品を買入れる
ため契約を締結するもの
契約金額　2,483 万 7,840 円

総務教育 原案可決
（17:0）

議案第114号 動産の買入れについて
認定こども園えどさき幼児バス 3
台を買入れるため契約を締結する
もの
契約金額　1,684 万 2,464 円

総務教育 原案可決
（17:0）

議案第115号 平成 30 年度稲敷市一般会計補
正予算（第５号）

予算総額を 226 億 465 万 3 千円
とするもの ― 原案可決

（17:0）

諮 問 第 3 号 人権擁護委員候補者の推薦につ
いて 柴　崎　　野村　勉　（再任） ― 原案同意

（17:0）

※詳しい議決賛否は、市ホームページをご覧ください。
※議長は採決に加わりません。（ただし、可否同数の場合は議長により決することになります。）

総
務
教
育
常
任
委
員
会

　

議
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１
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７
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０
８
号
の

奨
学
基
金
に
関
係
す
る
両
条
例
の
改
正

で
は
、
育
英
奨
学
基
金
の
財
源
確
保
の

た
め
運
用
基
金
額
を
１
億
円
か
ら
３
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す
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貸
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す
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改
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や
資
金
借
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状
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等
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つ
い

て
の
質
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あ
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た
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す
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達
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な
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り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
９
号
、
平
成
30
年
度
稲

敷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

で
は
、
２
件
の
繰
越
明
許
費
、
６
件
の

債
務
負
担
行
為
の
他
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ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
事
業
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に
係
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増
額
補
正
の
内
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説
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さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
１
３
号
・
第
１
１
４
号
は

そ
れ
ぞ
れ
動
産
の
契
約
案
件
で
、
災
害

時
の
応
急
対
策
備
品
と
保
管
倉
庫
の
購

入
、
園
児
送
迎
バ
ス
３
台
の
購
入
に

つ
い
て
の
買
入
れ
説
明
が
あ
り
、
第

１
１
３
号
の
災
害
備
品
購
入
の
質
疑
で

は
、
乳
幼
児
や
女
性
避
難
者
に
配
慮
し

た
避
難
用
品
整
備
の
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。

　

審
査
の
結
果
、
10
議
案
全
て
に
つ
い

て
全
会
一
致
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
篠
田
　
純
一

　

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
10
議
案
の
う
ち
、
主
な
審
査
経
過
と

概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
１
０
１
号　

平
成
30
年
度
稲

敷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

の
専
決
処
分
に
つ
い
て
は
、
急
逝
さ
れ

た
田
口
市
長
の
お
別
れ
会
の
経
費
の
他
、

稲
敷
市
長
選
挙
等
2
つ
の
選
挙
執
行
経

費
と
し
て
、
総
務
費
に
３
，
７
３
６
万

円
を
増
額
補
正
し
た
も
の
で
、
お
別
れ

会
の
委
託
関
係
や
参
加
者
等
に
関
す
る

質
疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
２
号
は
、
稲
敷
市
い
じ

め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等
条
例
を
制

定
し
、
第
三
者
調
査
委
員
会
等
の
設
置

を
可
能
と
す
る
他
、
再
調
査
委
員
会
や

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
の
位

置
づ
け
を
明
確
に
す
る
も
の
で
、
第

１
０
３
号
で
当
該
委
員
の
報
酬
・
費
用

弁
償
等
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も
の
で

あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
４
号
は
、
平
成
31
年
度

か
ら
農
業
集
落
排
水
及
び
公
共
下
水
道

の
両
事
業
特
別
会
計
が
公
営
企
業
会
計

へ
移
行
す
る
こ
と
に
伴
う
改
正
で
、
第

１
０
６
号
で
は
、
両
下
水
道
事
業
の
建
設

費
に
充
て
て
い
た
資
金
積
立
基
金
条
例

を
改
正
し
、
起
債
の
元
利
償
還
金
に
も

充
て
ら
れ
る
こ
と
と
す
る
他
、
平
成
33

年
４
月
１
日
を
も
っ
て
当
該
基
金
を
廃

止
す
る
改
正
内
容
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。



常任委員会の審査経過と結果常

9 稲敷市議会だより　第55号

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

２
０
８
万
２
千
円
を
増
額
補
正
す
る
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
こ
の
事
業
に
つ
い
て

は
、
か
な
り
の
要
望
が
あ
る
と
聞
い
て

い
る
の
で
、
市
で
前
倒
し
を
し
て
実
施

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
の
か
と
の

質
問
が
あ
り
、
所
管
課
か
ら
は
、
補
助

金
の
４
分
の
１
が
県
の
予
算
で
あ
り
、

補
助
事
業
は
単
年
度
の
処
理
と
な
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
県
と
協
議
し

て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
課
所
管
で
は
、
障
害
者
の

訪
問
・
通
所
・
入
所
等
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
及
び
障
害
児
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
給
付
費
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
件
数
の

増
加
に
よ
り
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

９
，
４
６
７
万
円
を
追
加
補
正
す
る
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
１
１
号　

平
成
30
年
度
稲

敷
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）
で
は
、
担
当
課
で
あ
る
高
齢
福

祉
課
か
ら
は
、
今
年
度
よ
り
委
託
し
た

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
水
郷
荘
な
ど

へ
の
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
分
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
託
料

で
、
支
払
い
実
績
に
よ
り
予
算
額
を
増

額
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

以
上
３
議
案
に
つ
き
ま
し
て
、
採
決

の
結
果
、
全
て
が
全
会
一
致
に
よ
り
原

案
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
委
員
長
　
竹
神
　
裕
輔
　

　

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
３
議
案
に
関
す
る
主
な
審
査
経
過
と

概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
１
０
５
号　

稲
敷
市
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
で
は
、
現
行
の

固
定
資
産
税
の
交
付
率
０
．
５
％
、
限

度
額
５
万
円
の
前
納
報
奨
金
制
度
を
平

成
31
年
度
末
で
廃
止
す
る
も
の
で
あ
る

と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
０
９
号　

平
成
30
年
度
稲

敷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

の
う
ち
当
委
員
会
所
管
部
分
の
職
員
人

件
費
に
つ
い
て
は
、
市
民
生
活
部
、
保

健
福
祉
部
と
も
に
、
今
年
４
月
の
定
期

人
事
異
動
に
伴
う
職
員
構
成
の
変
動
に

よ
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

環
境
課
所
管
で
は
、
航
空
機
騒
音

対
策
事
業
に
お
い
て
、
９
月
定
例
会

で
、
個
人
住
宅
の
防
音
工
事
費
と
し

て
、
申
込
件
数
51
件
、
工
事
費
２
，

２
３
４
万
８
千
円
の
補
正
予
算
を
組
ん

で
い
た
が
、
10
月
に
受
付
を
実
施
し
た

結
果
、
申
込
件
数
１
４
７
件
、
補
助
対

象
額
６
，
３
１
５
万
円
と
な
っ
た
た

め
、
今
年
度
で
き
る
だ
け
多
く
の
工
事

を
実
施
す
る
よ
う
に
、
工
事
費
補
助
額

を
２
６
５
万
２
千
円
増
額
し
、
総
額

２
，
５
０
０
万
円
に
、
既
に
契
約
を
締

結
し
て
い
る
工
事
管
理
委
託
費
で
、
不

要
額
と
な
っ
た
57
万
円
を
差
し
引
い
た

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

都
市
計
画
課
所
管
で
は
、
市
営
住
宅

管
理
費
で
修
繕
料
１
０
０
万
円
を
増
額

す
る
も
の
で
、
今
年
度
来
襲
し
た
台
風

に
よ
る
修
繕
で
阿
波
住
宅
10
棟
の
屋
根

修
繕
等
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

議
案
第
１
１
０
号　

平
成
30
年
度
稲

敷
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
で
は
、
主
に
下

水
道
事
務
費
排
水
設
備
設
置
補
助
金

７
１
３
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
、
下

水
道
接
続
支
援
事
業
者
補
助
金
の
拡
充

に
伴
う
接
続
者
の
増
に
よ
り
補
正
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
１
１
２
号　

市
道
路
線
の
変

更
に
つ
い
て
で
は
、
市
道
（
東
）
５
２
７

号
線
に
つ
い
て
は
終
点
が
行
き
止
ま
り

で
隣
接
地
以
外
の
人
の
利
用
も
な
い
農

道
で
あ
り
、
隣
接
土
地
所
有
者
か
ら
土

地
を
一
体
的
に
利
用
す
る
た
め
の
払
下

げ
の
要
望
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
終
点

を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
議
案
３
件
に
つ
い
て
、

全
会
一
致
に
よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

委
員
長
　
若
松
　
宏
幸
　

　

第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
付
託
さ
れ

た
３
議
案
に
関
す
る
主
な
審
査
経
過
及

び
概
要
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　

議
案
第
１
０
９
号　

平
成
30
年
度
稲

敷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

の
う
ち
当
委
員
会
所
管
部
分
に
つ
い
て

で
は
、

　

農
政
課
所
管
で
歳
入
で
水
稲
メ
ガ

フ
ァ
ー
ム
育
成
事
業
協
力
金
と
し
て
１
，

１
０
９
万
円
を
計
上
し
、
同
額
を
歳
出

に
計
上
す
る
も
の
で
、
農
地
の
集
積
・

集
約
化
に
協
力
い
た
だ
い
た
地
権
者
や

耕
作
者
に
対
し
協
力
金
を
支
払
う
も
の

で
、
10
ア
ー
ル
あ
た
り
地
権
者
に
８
万

円
、
耕
作
者
に
２
万
円
が
交
付
さ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
詳
細
な
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

建
設
課
所
管
で
は
、
主
に
歳
出
で
道

路
維
持
補
修
事
業
費
１
，
２
６
６
万
６
千

円
を
増
額
す
る
も
の
で
、
工
事
請
負
費

で
区
長
要
望
等
に
よ
る
道
路
補
修
工
事

等
と
し
て
１
，
１
５
９
万
６
千
円
を
増

額
補
正
す
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
市
道
の
調
査
測
量
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
費
用
面
か
ら
も
工

法
等
の
調
査
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。



市
政
を
問
う

一
般
質
問

10稲敷市議会だより　第55号

　平成 25 年の一般質問で、出産祝い金制度、
入学支度金制度の導入、第３子以降の保育料

無料化等の子育て支援策を提案した。
　合併後の 13 年間で約１万人弱、当時の旧新利根町
が消滅する程の人口が減少しており、子育て支援策に
ついては、各自治体とも知恵を絞って政策を講じてい
る。本市の子育て支援施策及び子育て支援事業の取組
状況について伺う。

　「いなしきに住みたくなっちゃう♥プラン」では２０４０年までに出生
率目標を 2.1 人に掲げており、ハードルは高いと感じるとともに、達成

にはスピード感を持って子育て支援策に取組む本気の対策が急務と考えます。今
後の子育て支援の重要性についての考えを伺う。

　第２次総合計画では、子育て・教育関係が当市の最重要課題
との認識から２つの重点プロジェクトを位置づけた他、稲敷版

総合戦略である「いなしきに住みたくなっちゃう♥プラン」でも、全ての基本項
目の中で子育て支援に関する事業が最も多く、議員からあった提案施策等の検討
を行いながら、31 事業を絞り込んで取組んでいます。
　今後とも継続的に検討を行っていきたいと考えています。

第
４
回
定
例
会
に
は
、
５
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
と
答
弁
に
つ
い
て
、
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

子育て支援策の取組状況は
段階的な保育料無償化等
の各事業を実施

松 戸 千 秋
議　員

松戸

松戸

政策調整部長

教育部長

　教育委員会が所管する子育て支援事業として、第２次総合計画に
は 41 事業が位置づけられ「いなしきに住みたくなっちゃう♥プラン」

でも 31 の子育て支援事業のうち 15 事業に取組んでいます。
　主な事業としてファミリーサポートセンター、子育て支援センター、放課後健
全育成、就学援助費助成、子育てタウン・ママフレ事業等の各事業の他、所得に
応じた段階的な保育料の無償化、小学校入学前の子どもから数えて第３子以降の
無料化等を実施しています。

　本市人口は予想を超えた減少率となっていますが、転入者数の微増を
要因として平成 29 年には５年前に比べ、転入転出の増減数で約２００人

減少し、進学・就職後の居住地調査でも平成 30 年には 42％と、３年前より７％増
加するなど、施策効果が表れてきたようです。
　今後は、人口減少社会を見据えた稲敷市ならではの子育て支援策が最も重要で
あると考え、提案施策導入も視野に早急な支援策協議を行っていきたいと考えて
います。

教育部長

副市長



市
政
を
問
う

11 稲敷市議会だより　第55号

　一般廃棄物の減量化について平成 26 年度から平成 31
年度までに 10％程度の削減目標に対する進捗状況と消費

者や事業者に対する啓発、普及等について伺う。

　賞味期限の近い災害備蓄品の管理とフードバンク等への利活用について伺う。

　平成 31 年度までに、平成 24 年度との比較で 11.4％削減することが目
標となっております。稲敷市の一般廃棄物の総排出量は、平成 24 年度が

１万 5,202 トン、平成 29 年度が１万 3,918 トンでしたので、1,284 トンの減、率にしまし
て 8.4％の減となっております。なお、可燃ごみは平成 24 年度が１万 3,992 トン、平成 29
年度が１万 2,117 トンでしたので、1,875 トンの減、13.4％の減となっております。一般廃
棄物が削減された主な理由としては、可燃ごみの減量化を進めるために、紙製容器包装、プ
ラスチック製容器包装、新聞、雑誌類、段ボールの分別収集を平成 25 年度から開始するなど、
分別収集による再資源化の推進を行うとともに、排出抑制施策として、生ごみの水切りの励
行、スーパーマーケット等のご協力をいただき、レジ袋の自粛及びマイバッグ持参運動など
を行ってきたことでございます。また、コンポスターなど、生ごみ減量化機器等に対する補
助事業を実施し、生ごみの排出抑制にも努めてきた結果であると考えております。稲敷市で
も、市役所窓口や文化祭及び消費生活センターの出前講座においてチラシの配布、市広報紙
への掲載や市ホームページでの啓発を行っております。また、フードバンク活動を通じて福
祉活動等に役立てたいと考えております。

　災害備蓄品は、指定避難所の全てに最大避難人口や３日間の避難生活を想
定した必要量を確保することを進めている段階にあり、備蓄場所や備蓄量の

増加に伴い、消費期限を迎える備蓄品の更新についても、その必要量が増加してきている状
況です。備蓄食品の保存は賞味期限がいずれも５年間で、期限が近くなったものについては、
市で実施する防災訓練や小中学校で行う避難訓練等で参加者に配布しているほか、市民の皆
様に配布し、食体験をして頂いております。

食品ロス削減に向けての取組みは

若松

若松

市民生活部長

官民一体で削減推進市民生活部長

若 松 宏 幸
議　員

危機管理監



一
般
質
問

12稲敷市議会だより　第55号

　本市の国民健康保険における外国籍被保険者の数、医療
費等の利用状況について伺う。また、厚生労働省より海外

療養費の実態調査が来ていると思うが、本市では在留外国人による
国保の不正利用が疑われるような事案が確認されているのか伺う。

在留外国人による国保利用状況
及び不正利用の現状は

竹 神 裕 輔
議　員

　平成 29 年度の外国人被保険者数は 409 人、全体の約 3.2％であり、平成 28
年度と比べ 29 人、率にして 7.6% 増加しております。また、医療費の利用状況

は平成29 年度の総医療費39 億 3,135万 6,498円、17万 9,749 件のうち外国人被保険者分は5,349
万 9,429 円、3,335 件で、全体の 1.36％となっております。在留外国人による国保の不正利用に
ついては、現在のところ不正請求が疑われ、不支給となったケースはありません。今後も本人以外
の翻訳、現地医療機関への照会、居住実態の調査等を実施し、不正請求の防止に努めて参ります。

竹神

保健福祉部長

不正請求の防止に努めて参りたい保健福祉部長

　

障
害
の
あ
る
方
が
自
立
し
た
生
活

を
送
る
た
め
に
は
、
就
労
に
よ
っ
て

経
済
的
な
基
盤
を
整
え
る
こ
と
が
最
も
重
要

で
あ
る
。
そ
こ
で
本
市
に
お
け
る
障
害
者
雇

用
施
策
の
対
象
者
数
、
手
帳
の
保
持
者
数
、

一
般
企
業
へ
の
就
労
者
数
、
障
害
者
施
設
へ

の
就
労
者
数
、
あ
わ
せ
て
２
年
前
に
一
般
質

問
し
た
本
市
の
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
の
平
均

工
賃
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
、
改
善
の
兆
し

が
み
ら
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。
ま
た
、
障
害

者
優
先
調
達
の
推
進
に
つ
い
て
優
先
調
達
の

実
績
に
つ
い
て
も
伺
う
。

　

平
成
30
年
４
月
１
日

現
在
、
18
歳
以
上
の
方

で
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
さ
れ
て
い
る
方

が
１
，
５
８
４
人
、
療
育
手
帳
２
７
４
人
、

精
神
保
健
福
祉
手
帳
２
８
２
人
、
自
立
支
援

医
療
費
公
費
負
担
受
給
者
が
５
６
４
人
、
指

定
難
病
特
定
医
療
費
受
給
者
の
方
が
２
２
５

人
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
般
企
業
へ
の
就

労
者
数
は
17
人
と
把
握
し
て
お
り
、
障
害
者

施
設
で
の
就
労
訓
練
者
数
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
・
Ｂ
型
、
就
労
移

行
支
援
に
お
き
ま
し
て
90
人
の
方
々
が
訓
練

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
就
労
継
続
支
援
Ｂ

障
が
い
者
の
経
済
的
自
立
に
つ
い
て
問
う

障
害
者
優
先
調
達
の
拡
大
に
努
め
て
参
り
た
い

竹
神

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

型
の
平
均
工
賃
の
推
移
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
29
年
度
の
茨
城
県
内
の
平
均
工
賃
が

１
万
３
，
１
９
８
円
に
対
し
、
市
内
の
平
均

月
額
工
賃
は
１
万
２
，
４
４
０
円
と
、
県
内

よ
り
７
５
８
円
ほ
ど
低
い
状
況
で
す
が
、
前

年
と
の
比
較
で
は
、
県
内
が
６
９
７
円
上
昇

に
対
し
、
市
内
は
４
，
４
５
１
円
と
大
き
く

上
昇
し
、
県
内
の
工
賃
と
の
差
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
障
害
者
優
先
調
達

推
進
方
針
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度
の
実

績
と
し
ま
し
て
、
花
苗
購
入
や
公
園
内
花
壇

の
施
肥
・
植
栽
・
除
草
作
業
委
託
、
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
の
印
刷
な
ど
計
93
万
５
，
９
５
９
円

の
調
達
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
関
係
部
署

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
調
達
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。



市
政
を
問
う
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　平成 31 年１月から新たに始まる収入保険は、農業経営
者の売り上げが自然災害や農産物の価格の低下などで減少

した場合に、その減少分の一部を補償する保険で基本的に農産物
ならどのような品目でも対象となる。保険料率は 1.08％、50％
の国庫補助で、収入保険に加入していれば、農家ごとの平均収入
の８割以上の収入が確保される。今年の秋から加入申請が始まり、
生産現場での大きな期待や関心を集めている収入保険制度につい
て本市の対応と見解を伺う。

　肉用牛・肉豚・鶏卵等の一部対象外はありますが、ほとんど全ての農作
物を対象として、農業者が生産販売する１年間の販売収入が基準収入の９

割を下回った場合、下回った額の９割まで補償されるものです。これは、自然災害や鳥獣被害、
盗難や運搬中の事故、市場価格の低下、農業者のけがや病気など、さまざまなリスクに対応
した保険です。それぞれ保険料と事務費は 50％、積立金は 75％の国庫補助がございます。
　本市でも、農業者の規模拡大による生産性の向上を推進していく中で、この制度の普及に
尽力して参りたいと考えております。

新たに始まる農業の収入保険制度
について問う

浅野

　

拡
張
現
実
感
（
Ａ
Ｒ
）
の

技
術
を
応
用
し
て
災
害
発
生

時
を
想
定
し
た
新
し
い
避
難
訓
練
が

あ
る
。
事
例
と
し
て
は
、
土
浦
市
立

真
鍋
小
学
校
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

ア
プ
リ
を
使
っ
た
水
害
や
煙
の
防
災

訓
練
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
危
機
感
を

感
じ
た
な
ど
ア
プ
リ
を
使
っ
た
防
災

訓
練
で
危
機
意
識
向
上
へ
の
効
果
が

示
さ
れ
た
。本
市
に
お
け
る
Ａ
Ｒ
技
術
を
導
入
し
た
防
災
訓
練
を
行
い
、

防
災
意
識
の
向
上
を
目
指
す
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

本
市
で
も
、
市
民
が
参
加
す
る
防
災
訓
練
や
小
中

学
校
の
防
災
教
育
の
現
場
に
導
入
す
る
こ
と
が
有
効

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
本
ア
プ
リ
は
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
実

証
活
動
が
開
始
さ
れ
、
現
在
も
な
お
研
究
段
階
に
あ
り
、
ア
プ
リ
の

研
究
改
良
が
今
後
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
、
ま
た
、
他
の

機
関
や
民
間
会
社
に
よ
る
研
究
開
発
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
こ
れ
ら
の
動
向
も
注
視
し
て
、
導
入
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
を

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

Ａ
Ｒ
技
術
を
防
災
訓
練
に

導
入
に
向
け
て
検
討
し
た
い

浅
野

産業建設部長

危
機
管
理
監

危
機
管
理
監

浅 野 信 行
議　員

制度の普及を推進産業建設部長

Ａ
Ｒ
と
は
（
拡
張
現
実
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
現
実
の
世
界
に
ス
マ
ホ

な
ど
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
、
画
像
や
動
画
な
ど
の
情
報
を
付
け

足
す
技
術
で
す
。



一
般
質
問
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　稲敷市一般会計には 16 の基金があり、平成 29 年度末
現在高で 141 億円の基金がある。それぞれの基金の目的

と使い道について伺う。
　また、平成 29 年度は、21 年度と比べると 42 億円、42％も増
えています。基金は必要最低限とし、市民の暮らしのために還元
していくべきであると考えますが、いかがか伺う。
　市民アンケートの中で「稲敷市政に何を期待しますか」との設
問に対し、１番目は「水道料金の引き下げ」で 40.7％。２番目は「国保税の引き下げ」で
39.5％。３番目は「子育て支援、学校給食の無料化」で 30.2％でした。
　こうした市民の願いに答えることが稲敷市活性化の基本となると考えるがいかがか伺う。

　質問の１点目、各基金の目的と使い道についてですが、当市における一般会計
では、財政調整基金ほか全 16 の基金があります。

　財政調整基金は、年度間の財源を調整し、財政の健全運営に資するため、減債基金は、市
債の償還及び適正管理に必要な財源を確保し、財政の健全運営に資するための一般財源とし
て充てることとしています。
　特定目的基金につきましては、それぞれの使途目的である事業の特定財源として充てるため
の基金であります。
　質問の２点目についてですが、基金総額の年度末現在高を増やしているのは、将来における市税
や地方交付税などの減少により、市の将来を担う世代に過度の負担を残さないようにするためです。
　質問の３点目についてですが、市民の願いに応えることが行政に課せられた大きな責務の一
つであると認識しています。
　来年度予算編成に向けて、準備作業を行っているところであり、最終的には、新市長のもと
で決定し予算編成されます。

市民の願いを来年度予算編成に
新市長の政策判断のもと決定したい

山口

総務部長

　

国
で
は
都
道
府
県
及
び
市
町
村
に
対
し
、
防

災
基
本
計
画
及
び
原
子
力
災
害
対
策
指
針
に
基

づ
く
地
域
防
災
計
画
の
作
成
を
求
め
て
い
る
。

　

地
域
防
災
計
画
の
中
で
、
稲
敷
市
で
は
、
ひ
た
ち
な

か
市
の
住
民
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
内
容
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　

茨
城
県
広
域
避
難
計
画
の
中
で
、
ひ

た
ち
な
か
市
は
避
難
対
象
市
町
村
と

な
っ
て
お
り
、
ひ
た
ち
な
か
市
民
15
万
７
，
０
０
０
人

余
り
の
避
難
先
を
、
稲
敷
市
を
含
む
県
南
、
鹿
行
地
域

の
14
市
町
村
及
び
千
葉
県
内
の
10
市
町
と
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
経
路
及
び
輸
送
手
段
は
、
国
道
６
号
、
51
号
、

２
４
５
号
及
び
東
水
戸
道
路
、
北
関
東
道
、
常
磐
道
を

主
な
幹
線
道
路
と
し
、
一
時
集
合
場
所
か
ら
バ
ス
及
び

自
衛
隊
車
両
等
を
用
い
て
避
難
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ひ
た
ち
な
か
市
と
当
市
の
間
で
、
当
市
内

の
公
共
施
設
の
一
部
を
指
定
避
難
所
と
し
て
提
供
す
る

と
い
う
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
現
在
、
具
体
的
な
協
議

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
市
と
致
し
ま
し
て
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
民
の
広
域

避
難
が
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
最
大
限
の
協
力
を
し

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
海
第
二
原
発
の
避
難
計
画
を
問
う

広
域
避
難
が
円
滑
に
実
施
で
き
る

よ
う
最
大
限
の
協
力
を
し
た
い

山
口

山 口 清 吉
議　員

総務部長

危
機
管
理
監

危
機
管
理
監
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市
民
の
皆
さ
ま
の
希
望
や
意
見
を
、

直
接
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度

と
し
て
請
願
と
陳
情
が
あ
り
、
だ
れ
で

も
議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
書
面
で
の
み

受
け
付
け
ま
す
。
議
会
事
務
局
ま
で

ご
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
紹
介
議
員
が
必
要
な
も
の
を
「
請

願
」、
な
い
も
の
を
「
陳
情
」
と
呼
び
、

受
理
し
た
請
願
や
審
査
対
象
と
な
っ
た

陳
情
の
議
決
結
果
は
、
提
出
者
に
そ

れ
ぞ
れ
通
知
し
ま
す
。

【
請
願
（
陳
情
）
書
の
提
出
方
法
】

1
．
請
願
（
陳
情
）
の
趣
旨
（
願
意
・

理
由
）
は
、
市
議
会
に
対
し
て
何
を

求
め
、
何
を
し
て
ほ
し
い
の
か
で
き

る
だ
け
具
体
的
に
、
ま
た
、
簡
単

明
瞭
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

必
要
に
応
じ
て
図
面
や
そ
の
他
の
資

料
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

2
．
内
容
の
異
な
る
2
つ
以
上
の
事
項

を
請
願
（
陳
情
）
す
る
場
合
は
、別
々

の
請
願
（
陳
情
）
書
と
し
て
く
だ
さ
い
。

3
．
請
願
（
陳
情
）
書
に
は
、
提
出

年
月
日
、請
願
（
陳
情
）
者
の
住
所
・

氏
名
（
法
人
・
任
意
団
体
の
場
合
は
、

そ
の
所
在
地
・
名
称
・
代
表
者
氏
名
）

を
記
載
し
、
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

4
．
請
願
（
陳
情
）
者
が
複
数
の
場

合
に
は
、
代
表
者
の
氏
名
を
記
載

し
、
外
何
名
と
し
て
く
だ
さ
い
。

5
．
請
願
書
に
は
、
紹
介
議
員
1
名

以
上
の
署
名
ま
た
は
、
記
名
押
印

が
必
要
で
す
。

6
．
請
願
（
陳
情
）
書
は
、
原
則
と
し

て
Ａ
４
判
の
用
紙
に
横
書
き
と
し
、

正
本
1
部
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

7
．
受
付
は
、
市
議
会
事
務
局
に
て

随
時
受
理
し
て
い
ま
す
が
、
原
則
と

し
て
毎
定
例
会
（
3
月
・
6
月
・
9

月
・
12
月
）
開
会
予
定
日
の
10
日

前
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
も
の
が
、
そ

の
定
例
会
の
取
り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
以
降
に
提
出
さ
れ
た
も
の
は
、

次
の
定
例
会
に
付
議
さ
れ
ま
す
。

　
※
請
願
書
・
陳
情
書
に
つ
い
て
不
明

な
点
は
、
市
議
会
事
務
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（ 表　　紙 ）
平成　年　月　日

○○○○○に関する請願（陳情）

　　（請願書の場合）
　　紹介議員

氏名　　　　　㊞

（ 本　　文 ）
○○○○○に関する請願（陳情）

（趣旨）　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　

平成　年　月　日
稲敷市議会議長　様

請願者（陳情者）住所
　氏名　　　　　㊞

◆ 

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て 

◆

北海道網走市議会　会派「オホーツク」の皆様が来訪
　10月25日（木曜日）、北海道網走市議会から議会会派「オホーツク」の皆様が視察研修
のため来庁されました。
　当市議会からは高野議長、松戸議会運営委員会副委員長が出席し、無会派形式による議会の
進め方として、議会運営の手法、本会議・委員会の進行、予算・決算審査の進め方等について
研修を実施し、活発な質疑応答が交わされました。
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）

　議会の傍聴は、稲敷市役所庁舎４階で開催当日に
受付けています。

① 受付時間は午前８時 30 分から

② 傍聴の予約はできません

③ 傍聴席は 50 席（他、報道関係８席）
　 車椅子スペース３席程度

④ 庁舎１階のモニターで議会の生中継を行います

次回の詳しい日程については、議会事務局までお問
い合わせ下さい。

議会を

傍聴して
みませんか

傍聴席 議場全景

市議会ホームページをご覧ください
　会議日程や会議結果、議員名簿などを掲載しているほか、議会の録画放送も掲載していますので、
ぜひご覧ください。また、新たな情報伝達の手段として稲敷市 Twitter（ツイッター）で、議会情報
の提供を行っています。

稲敷市ホームページ　http://www.city.inashiki.lg.jp/

稲敷市ツイッター　　https://twitter.com/inashiki_city
稲敷市議会 検索

次回定例会開会予定は

●午前 10時より
●開催場所：
　稲敷市庁舎４階　議会議場
　（稲敷市犬塚 1570 番地１）

2 26月 日火となります。

電 話：０２９－８９２－２０００（代表）
FAX：０２９－８９３－１５７３
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稲
敷
市
議
会
議
員
の
改
選
に
よ

り
、
去
る
平
成
31
年
1
月
16
日
に

開
催
さ
れ
た
第
1
回
江
戸
崎
地
方

衛
生
土
木
組
合
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会
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時
会
に
お

い
て
、
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長
に
稲
敷
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の
遠
藤
一

行
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、
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く
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長
に
中
村

三
郎
議
員
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

副議長　中村　三郎 議長　遠藤　一行


